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赤外顕微鏡 AIMsight™＆赤外ラマン顕微鏡 AIRsight™

新機能 液体窒素不要！
微小物の赤外顕微測定が可能な新検出器

新オプション
電子冷却MCT検出器（TEC MCT）

赤外顕微鏡AIMsightおよび赤外ラマン顕微鏡
AIRsight に電子冷却MCT検出器（TEC MCT）を
搭載することによって、液体窒素を使わずに
赤外スペクトルを取得することができます。
必要に応じて標準検出器（T2SL）*1と TEC MCT
を切り替えて測定することができます。

*1： T2SLを使用する場合には液体窒素が必要です。

フーリエ変換赤外分光光度計 IRXross™
赤外ラマン顕微鏡 AIRsight™

こんなお悩みを解決

実験したいのに液体窒素がなくて仕事が進まない。

時間ができたときに、赤外顕微鏡を使いたい。

液体窒素が無いときも

赤外顕微鏡を使って測定作業が進められた。

また、目標とする定性が迅速に行えた。

液体窒素を使わずに測定できる室温検出器（DLATGS）

はあるが、感度が足りずノイズが大きく出てピークが

見えない。

TEC MCTを使うことで、

25 µm程度の微小物も液体窒素を使わずに

感度良く測定することができた。



3つの検出器の特長

分析の用途に合わせて最適な検出器をご使用ください。なお、25 µm以下の微小部を測定する場合にはT2SL*1をご使用ください。
また、400 cm－1までの波数範囲でデータ取得する場合のために、DLATGS*2、*3もご用意しています。

検出器

標準/オプション

適した測定サイズ

液体窒素

測定波数範囲

T2SL *1

標準

10×10 µm□以上

必要

5,000‒700 cm－1

TEC MCT *2

オプション

25×25 µm□以上

不要

5,000‒700 cm－1

DLATGS *2、*3

オプション

100×100 µm□以上　

不要

4,600‒400 cm－1

 *4

*1：　T2SLを使用する場合には液体窒素が
必要です。

*2：　TEC MCTとDLATGSは同時搭載できま
せん。

*3：　DLATGSは幅広い波数範囲で測定が
可能ですが、T2SLやTEC MCTと比較し
て大幅に感度が劣ります。

*4：　透過法／反射法における測定可能サ
イズです。

電子冷却MCT検出器（TEC MCT）を用いた分析事例

事例 1 透過法
ポリプロピレン系（TALC含有）自動車バンパー用の樹脂を3種類の検出器で測定し
た赤外スペクトルです。試料をダイヤモンドセル上にサンプリングし、T2SLおよび
TEC MCTでは25×25 µm□、DLATGSでは100×100 µm□のアパーチャサイズで測
定しました。TEC MCTでは、液体窒素を使用せず、微小部におけるノイズが少ない赤
外スペクトルを取得できることがわかりました。なお、DLATGSは感度が低いため、
T2SLおよびTEC MCTほどアパーチャを絞って分析することは困難ですが、低波数側
（～400 cm－1）まで測定できるメリットがあります。

事例 2 反射法
基板端子の付着物をT2SLおよびTEC MCTで反射測定しました。アパーチャサイズは
30×40 µm□に設定しました。反射法では、透過法と比較すると光量が少なく感度が
下がりますが、窒素レスでも50 µm以下の微小部で反射測定が可能であることがわ
かりました。ただしT2SLと比較すると、積算をより多く必要とします。

事例 3 ATR法（オプション）
シリコーンゴムをT2SLおよびTEC MCTでATR測定しました。アパーチャサイズは200×
200 µm□に設定しました。透過法／反射法の適用が難しい試料についてはATR法が
有効です。なお、ATR法の場合には、設定したアパーチャサイズ全領域を測定してお
らず、測定領域は検出器受光面サイズと受光面からアパーチャ設定位置までの倍率
で決まります。光量をより多く使用し感度の良いデータを取得するため、ATR法では
測定対象位置を中心として、より大きいアパーチャサイズを設定することが好ましい
と言えます。

T2SL （ 25× 25 µm□、積算 20回/ 7 s）
TEC MCT （ 25× 25 µm□、積算500回/140 s）
DLATGS （100×100 µm□、積算500回/330 s）
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AIMsight、AIRsightおよびIRXrossは、株式会社島津製作所またはその関係会社の日本およびその他の国における商標です。

本文書に記載されている会社名、製品名、サービスマークおよびロゴは、各社の商標および登録商標です。
なお、本文中では「TM」、「®」を明記していない場合があります。本製品は、医薬品医療機器法に基づく医療機器として承認・認証等を受けておりません。
治療診断目的およびその手続き上での使用はできません。
トラブル解消のため補修用部品・消耗品は純正部品をご採用ください。
外観および仕様は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。
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